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単純でないような表現論を持つような表現の圏として基本的なもの
としてBernstein-Gelfand-Gelfandによる最高ウェイト圏と呼ばれるも
のがある. この圏においてはBGG相互律と呼ばれる表現の指標の間の
等式が存在する. また, 代数群のモジュラー表現においても同様の等式
があり, これらはBrauer-Humphreys相互律と総称されている.
一方, 表現論において頻出する関数としてコストカ数の t類似である

コストカ関数がある. コストカ関数の簡約群の指標を通じた解釈とし
て直交関係式と呼ばれる関係式があり, これと三角性条件からコストカ
関数が逆算できる. この逆算法はGreenによって発見され, その一般化
が Lusztig-庄司アルゴリズムとして知られている.
この講演ではこれら二種類の等式について触れたのちに, これらが実

際には同じ表現論的パターンから生じていることを説明したい.
なお, この講演は独立した話ではあるが集中講義の一部分と見なせる

ようにしゃべる予定なので状況にもよるが集中講義の受講者は留意す
ることが望ましい。
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